
 

 

 

 

 

 

 

 

笠間市児童館建設に関する検討結果報告書

（案） 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年１０月 日 

 

笠間市児童館建設検討委員会 

 



 

 

 

 

目   次 

 

 

１．はじめに ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 

２．児童館の種類と整備方針 ・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 

３．検討経過 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

 

４．施設内容の検討 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

 

５．必要面積の検討 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

 

６．各部屋の施設内容と必要面積 ・・・・・・・・・・・・・・５ 

 

７．建物の構造 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

 

８．附帯意見 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

   

９．検討委員会委員名簿 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

 

    資料 

    資料１：先進事例の施設内容   ・・・・・・・・・・・・・・ ７ 

    資料２：子育て支援センターの利用状況   ・・・・・・・・ ８ 

    資料３：先進事例の利用状況 ・・・・・・・・・・・・・・・  ９ 



笠間市児童館建設に関する検討結果報告書（案） 

 

１．はじめに  

 近年、少子化や核家族化の進行、子どもを持つ親の就労形態の多様化など、子どもや家庭

を取り巻く環境が大きく変化している中で、子どもたちが気軽に集い、雨の日でも安全に遊

べる場所の確保が求められています。また、子育てについて悩みや不安感を持つ親が増えて

おり、育児に関する相談や親同士の交流・情報交換などの場を求める要望も増えています。 

 このような状況を踏まえ、笠間市では、子育て家庭を市全体で支援する取り組みを推進す

るために策定した「笠間市次世代育成支援行動計画（計画期間 平成２２年～２６年）」の中

で、子育て支援センターの機能を含めた児童館の整備を重点事業として位置付けました。 

この計画に基づいて事業推進を図るために検討委員会が設置され、児童館の機能（部屋）

や必要な面積規模など基本的な内容について検討しました。 

 

２．児童館の種類と整備方針 

 児童館は、児童福祉法第４０条の規定に基づく児童厚生施設として、児童に健全な遊びを

与え、その健康を増進するとともに情操を豊かにし、もって児童の健全育成を図ることを目

的としており、国が定めた設置要綱では、機能や対象とする範囲によって以下のように分類

されています。茨城県内の状況をみると、すでに整備されている児童館５５か所のうち４５

か所が小型児童館として整備されています。 

笠間市では、対象児童の年齢層や地域など総合的に判断し、「小型児童館」を整備する方針

としています。 

 

児童館の種類 施 設 の 内 容 等 

小型児童館 

小地域の児童を対象に、一定の要件を具備した児童館。 

建物には、集会室、遊戯室、図書室及び事務室のほか、必要に応

じて、相談室、創作活動室、静養室、及び児童クラブ室等を設ける

こと。建物の広さは、原則として２１７．６㎡以上とする。 

児童センター 

 小型児童館の機能に加えて、児童の体力増進に関する機能を併せ

持つ児童館。 

 特に、中学生・高校生等の年長児童の情操を豊かにし、健康を増

進するための育成機能を有する児童センターを大型児童センター

という。 

 児童センター  建物の広さは、原則として３３６．６㎡以上とする。 

 大型児童センター 
 建物の広さは、原則として５００㎡以上。遊戯室は、年長児童の

文化活動、芸術活動等に必要な広さを有すること。 

大型児童館 
都道府県内又は広域の児童を対象とし、一定の要件を具備した児

童館。 
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３．検討経過 

第１回委員会では、一般的な児童館の概要や東京都や埼玉県での実例などをもとに、笠間

市にふさわしい児童館について意見交換を行うとともに、先進事例として土浦市ポプラ児童

館についての研究を行いました。 

第２回は、２つ目の先進事例として、今年４月に開館した神栖市若松児童館について研究

し、それらを参考に笠間市にふさわしい小型児童館としての必要な施設内容と面積について

検討しました。 

第３回で、２回の会議をふまえて、検討結果報告書の取りまとめを行いました。 

 

１）第１回検討委員会（平成２２年７月３日開催） 

 ①内容 

 ・委嘱状交付、委員長及び副委員長の選出 

 ・児童館の機能に関する意見交換 

 ・先進事例の研究（土浦市ポプラ児童館） 

 ②主な意見等 

 ・東京都での実例からみて、複数の手洗い場や創作活動室に調理設備が必要。 

 ・埼玉県の児童館の実例として、未就学児の親子で遊べる遊戯室があって安心して利用で

きたので、子育て支援センターの機能を含めて幼児用の遊戯室を取り入れてはどうか。 

 ・具合が悪くなった子どもが休めるよう、静養室のような機能も必要ではないか。 

 ・児童館の行事に親子が参加しやすいよう、日曜日も開館するような運営をしてほしい。 

 

２）第２回検討委員会（平成２２年８月７日開催） 

 ①内容 

 ・先進事例の研究（神栖市若松児童館） 

 ・必要な施設内容と面積について検討 

 ②主な意見等 

 ・完成後の利用状況によっては他地区でも必要になってくるということも考えられるので、

最初に造る施設の規模としてはあまり大きする必要は無いのでは。 

 ・遊ぶ子どもの安全面等を考慮して、遊戯室は集会室よりも広い面積を確保したほうが良

いのではないか。 

 ・事務室は、館内の目配りができるオープンカウンターが良いと思う。 

 

３）第３回検討委員会（平成２２年１０月９日開催） 

 ①内容 

 ・検討結果報告書の取りまとめ 
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４．施設内容の検討  

第１回委員会での意見や県内の先進事例などをふまえて、必要な施設内容について検討し

た結果、各部屋の施設内容は以下のとおりとなりました。 

 

１）遊戯室 

 遊戯室では、児童が、ボール遊びや卓球、バドミントン等のスポーツやレクリエーション

など、主に体を動かして元気に遊んだり、地域の人々と交流活動をしたりする機能を確保し

ます。また、バドミントンが可能な天井の高さとします。 

 

２）集会室兼幼児室 

 母親クラブなど地域活動を行う団体やボランティアの活動・交流の場としての機能、また、

子育て支援拠点としての機能を確保するために、幼児親子同士が遊んだり、交流したりする

ための幼児室を兼ねる部屋とします。 

 

３）図書室 

 図書室は、児童が読書や学習をしたり、親が幼児に読み聞かせやお話をしたりする場とし

て静的空間を確保するために独立した部屋とします。 

 

４）創作活動室 

 創作活動室は、児童の工作体験活動や、親子でのふれあい事業などの創作活動を行う場と

しての機能を確保し、調理設備や手洗い場を含めて整備します。 

 

５）相談・静養室 

 子育てに関する相談や児童相談に対応する場とするとともに、ベッドを配置して利用者の

体調不良時には静養室として使用します。また、乳児の授乳室としての利用も想定します。

利用者のプライバシーを確保するために独立した部屋とします。 

 

６）事務室 

 事務室は、入館者の受付や事業の企画・準備など、職員が児童館運営事務を行うために必

要な広さを確保し、館内の施設や利用状況に目が届きやすいようにオープンスペース化を図

ります。 

 

７）その他（玄関ホール・給湯室・トイレ・収納等） 

 トイレは、男女それぞれに多目的トイレを配置し、ベビーシートやベビーチェアを設置し

ます。 

 

８）外部施設（園庭・駐車場・駐輪場・倉庫等） 

 園庭は芝生とし、５００㎡程度の面積を確保のうえ、安全性に配慮した遊具を設置します。

駐車場は５０台分程度のスペースを確保し、通常より広い区画も一部設置します。駐輪場は、

最低２０台分をできるだけ入り口近くに確保します。また、遊具等を収納する倉庫や、外遊

びの後で手洗いができる手洗い場を設けます。 
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５．必要面積の検討 

 友部地区で実施している子育て支援センターの１日平均の利用親子は、２か所合計で１３

組ですが、笠間地区の「みつばち」、岩間地区の「くりのこ」の利用状況が、それぞれ１日平

均２０組、１２組であることから、３地区の人口割合などを勘案し、児童館の幼児親子利用

見込みを１日平均３０組６０人、年間２１，０００人と想定しました。 

全体の利用見込み人数については、先進事例をみると幼児親子の利用割合が全体の６０％

～７０％となっていることから、幼児親子の利用見込み人数２１，０００人を基礎数値とし

て、年間約３０，０００人と想定しました。 

必要面積の検討に際しては、ポプラ児童館や若松児童館などの面積も参考にしながら検討

しました。特に、ポプラ児童館の利用見込み人数が約３万人で本市の利用見込み人数と同程

度であることから、遊戯室や創作活動室、事務室はポプラ児童館を参考として規模を決定し、

集会室は若松児童館を参考に、幼児室と兼用にして若松児童館に近い規模としました。 

その結果、各部屋の必要面積は以下のとおりで合計床面積は５３５㎡程度、園庭などの外

部施設を含めて敷地面積は２，５３５㎡程度が必要という結果となりました。 

 

 

部屋の名称 必要面積（㎡） 

遊戯室 概ね １２０ 

集会室兼幼児室 〃  ８０ 

図書室 〃  ４０ 

創作活動室 〃  ４０ 

相談・静養室 〃  １５ 

事務室 〃  ４０ 

その他（玄関ホール・給湯室・トイレ・収納等） 〃 ２００ 

合計床面積 〃 ５３５ 

外部施設（園庭・駐車場・駐輪場・倉庫等） 〃 ２，０００ 

敷地面積 〃 ２，５３５ 
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６．各部屋の施設内容と必要面積 

 

部屋の名称 施設内容 必要面積（㎡）

遊戯室 

児童が、ボール遊びや卓球、バドミントン等のス

ポーツやレクリエーションなど、主に体を動かして

元気に遊んだり、地域の人々と交流活動をしたりす

る機能を確保します。また、バドミントンが可能な

天井の高さとします。 

概ね １２０ 

集会室兼幼児室 

母親クラブなど地域活動を行う団体やボランテ

ィアの活動・交流の場としての機能、また、子育て

支援拠点としての機能を確保するために、幼児親子

同士が遊んだり、交流したりするための幼児室を兼

ねる部屋とします。 

〃  ８０ 

図書室 

児童が読書や学習をしたり、親が幼児に読み聞か

せやお話をしたりする場として静的空間を確保す

るために独立した部屋とします。 

〃  ４０ 

創作活動室 

児童の工作体験活動や、親子でのふれあい事業な

どの創作活動を行う場としての機能を確保し、調理

設備や手洗い場を含めて整備します。 

〃  ４０ 

相談・静養室 

子育てに関する相談や児童相談に対応する場と

するとともに、ベッドを配置して利用者の体調不良

時には静養室として使用します。また、乳児の授乳

室としての利用も想定します。利用者のプライバシ

ーを確保するために独立した部屋とします。 

〃  １５ 

事務室 

入館者の受付や事業の企画・準備など、職員が児

童館運営事務を行うために必要な広さを確保し、館

内の施設や利用状況に目が届きやすいようにオー

プンスペース化を図ります。 

〃  ４０ 

その他 

（玄関ホール・給

湯室・トイレ・収

納等） 

トイレは、男女それぞれに多目的トイレを配置

し、ベビーシートやベビーチェアを設置します。 
〃 ２００ 

床面積合計  〃 ５３５ 

外部施設 

（園庭・駐車場・

駐輪場・倉庫等） 

園庭は芝生とし、５００㎡程度の面積を確保のう

え、安全性に配慮した遊具を設置します。駐車場は

５０台分程度のスペースを確保し、通常より広い区

画も一部設置します。駐輪場は、最低２０台分をで

きるだけ入り口近くに確保します。また、遊具等を

収納する倉庫や、外遊びの後で手洗いができる手洗

い場を設けます。 

〃 ２，０００ 

敷地面積  〃 ２，５３５ 
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７．建物の構造 

 先進事例を参考にすると、鉄骨造もしくは天井高を確保するために一部で鉄骨を使用する

木造一部鉄骨造が考えられますが、建設経費節減の観点から木造平屋建てとし、遊戯室の天

井高を確保するために一部を鉄骨造とします。 

 

８．附帯意見  

１）利用者の利便性を確保するため、土日祝日も開館できる運営を検討されたい。 

２）子どもたちの安全確保、防犯面にも配慮をお願いしたい。 

 

 

９．検討委員会委員名簿 

 

 氏 名 備   考 

委員長 佐藤 肇 学識経験者 

副委員長 原田 敏子 児童育成ボランティア団体代表 

委員 髙柿 義孝 市民公募 

委員 酒井 和子 市民公募 

委員 深澤 恭子 主任児童委員 

委員 打越 正一 ＰＴＡ連絡協議会代表 

委員 須藤 正裕 保育園の保護者代表 

委員 千葉 加陽子 幼稚園の保護者代表 

委員 常井 裕二 社会教育主事 

委員 藤枝 政弘 市職員 
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資料１：先進事例の施設内容 

ポプラ児童館（土浦市） 若松児童館（神栖市） 
  

面積（㎡） 内  容 面積（㎡） 内  容 

年 間 利 用 

見込み人数 
３万人 １万５千人 

遊戯室 １３６．１１ 
天井高を確保し、ミニステ

ージ、付属倉庫を設置 

創作活動室 ４０．９９ 室内に手洗い場を設置 

１００．３８ 

遊戯室と創作活動室を

一体にして広さと天井

高を確保し、ボール遊

びや卓球、バドミントン

なども可能にした 

集会室 ４０．９９ 畳敷き（20 畳） 

  
幼児用遊戯室 

  

集会室に幼児用遊具を置

いて兼用にし、幼児室は

特に設けず 

９２．０７ 

子育て広場の実施を想

定し、集会室兼幼児室

としてオープンな部屋と

した 

図書室 ７４．５２ 一部幼児コーナーを設置 ２８．７３ 幼児コーナーなし 

相談室 ９．９３ 静養室の機能はなし ８．５５㎡ 
静養室と兼用するため

にベッドを設置 

事務室 ３９．３３ 

ホールの奥に独立室とし

て配置し、受付カウンター

を設置 

２７．１４ 

館内が見渡せる入り口

付近に配置し、オープ

ンスペースとした 

(床面積小計) ３４１．８７   ２７５．９４   

その他 ２４０．９１ 

廊下、トイレ（多目的 2 か

所）、ロビー、給湯室、収納

など 

１１８．９３ 

廊下、トイレ（多目的１

か所）、ロビー、給湯

室、収納、手洗い場な

ど 

(床面積合計) ５８２．７８   ３７５．８   

外部施設 １６１８．０２ 
芝生園庭（約 500 ㎡）、駐

車場 10 台分,駐輪場 
３５０９．２ 

グラウンド（約 1,100

㎡）、バスケットボール

ハーフコート、駐車場

34 台分、駐輪場 

(敷地面積) ２，２００．８０   ３，８８５   

建物構造 木造一部鉄骨造平屋建て 鉄骨造平屋建て 
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 資料２：子育て支援センターの利用状況（２１年度） 

        単位：組（親子） 

   笠間地区 岩間地区 友部地区 

   
みつばち    

（５月オープン） 
くりのこ ともべ保育所 みか保育園 

   週３回実施 週３回実施 週１回実施 週１回実施 

 ４月  ０ １４７ ２４ ０ 

 ５月 ２６５ １１６ ５６ ２８ 

 ６月 ３６８ １４４ ６２ ４０ 

 ７月 ３２１ １２７ ５０ ３１ 

 ８月 １４２ ８２ ０ １５ 

 ９月 ２０７ １０５ ５８ １３ 

 １０月 ２１８ １３３ ３５ １２ 

 １１月 １４１ １０３ ３３ １２ 

 １２月 １５０ １２２ ０ ３ 

 １月 ２５９ １２２ ２３ ４ 

 ２月 ２３３ １５６ ４７ ６ 

 ３月 ３２７ ２５２ ３８ ７ 

 計 ２，６３１ １，６０９ ４２６ １７１ 

 １日平均 ２０ １２ １３ 
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資料 3：先進事例の利用状況 

ポプラ児童館 平成２０年度利用状況 

（休館日 日曜日・祝日・年末年始） 単位：人 

利用者の内訳 
  開館日数 利用総数 １日平均

幼児 大人 小学生 中学生 高校生 その他

４月 ２５日 ２，３４３ ９４ ７３６ ７３７ ６９７ ７５ 0 ９８

５月 ２４日 ２，１５６ ９０ ７７１ ８６４ ４０３ １２ 3 １０３

６月 ２５日 ２，４７６ ９９ ９２４ ９２８ ５２６ １８ 4 ７６

７月 ２６日 ２，６２４ １０１ ９１６ ９７４ ５８５ ５７ 0 ９２

８月 ２６日 ２，３４５ ９０ ５９３ ６５１ ８９８ １４２ 6 ５５

９月 ２４日 ２，３３１ ９７ ９６５ ９３２ ３５４ ２０ 0 ６０

１０月 ２６日 ２，３２１ ８９ ９９３ ９１２ ３２９ １５ 0 ７２

１１月 ２３日 ２，１２２ ９２ ７２８ ７４４ ４８２ ６２ 0 １０６

１２月 ２３日 １，７８９ ７８ ６３０ ６０９ ４４６ ４１ 0 ６３

１月 ２３日 １，６１６ ７０ ６００ ５７７ ３４３ ５０ 0 ４６

２月 ２３日 ２，０４４ ８９ ８４５ ７７９ ３２０ ４７ 0 ５３

３月 ２５日 ２，２８８ ９２ ８０１ ７３１ ６１０ ８７ 0 ５９

計 ２９３日 ２６，４５５ ９０ ９，５０２ ９，４３８ ５，９９３ ６２６ 13 ８８３

割合   １００%   ７１．５９% ２２．６５% ２．４２% 3.34%

 

 

若松児童館 平成２２年度（４月～６月）利用状況 

（平成２２年４月２５日オープン、 休館日 年末年始）    単位：人 

利用者の内訳 
  開館日数 利用総数 １日平均

幼児 大人 小学生 中学生 高校生 その他

４月 ６日 ９５８ １６０ ２４８ ３０９ ３５２ ３９ ０ １０

５月 ３１日 ３，５４６ １１４ ９６１ １，０７８ １，２１４ １８７ ２２ ８４

６月 ３０日 ２，８２５ ９４ ８４５ ９８８ ８８８ ５０ １０ ４４

計 ６７日 ７，３２９ １０９ ２，０５４ ２，３７５ ２，４５４ ２７６ ３２ １３８

割合   １００%   ６０．４４% ３３．４８% ４．２０% 1.88%
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